










































Ⅰ．総括 

 東京地区は,2 つのグループにより副腎過形成症のスクリ一二ングが行われてきた。その

一つは,東京都母性保護医協会の産婦人科医と東京都予防医学協会のスクリーニング技術

者の協力を得て,東京医科歯科大・小児科の下沢研究協力者の指導の下で，昭和59～60 年

は直接法で,60年以降はジエチル二ーテルによる抽出法で,約8万の新生児をスクリーニン

グし,再採血率は平均 0.6%,精密検査率は平均 0.04%で,東京女子医大第 2病院,東京都立清

瀬小児病院と日大の小児科の協力で最終的に 5例の先天性副腎過形成が発見された。他の

一つのグループは,国立小児病院・田苗研究協力者の指導の下に,都立衛生研究所で ELISA

法,また EIAでスクリーニングが行われると共に,滋賀県保健衛生協会や広島からの試料に

ついて直接法でスクリー二ングが行われた。従って,東京では,2 つのグループをあわせて

約 9 万例の新生児についてスクリーニングが行われた事になるが,今後はお互いに情報交

換し,協力して先天性副腎過形成のマス・スクリーニングを進める。 


